
令和4年度第1回企画展　江戸城の事件簿　展示資料一覧

令和4年7月16日(土)～9月11日(日)

資料名 旧蔵者（寄託者） 請求番号 展示期間 DA

◎江戸御殿之図 内務省 183-0713 7/16～7/22、9/6～9/11

◎江戸城本丸西丸図 外務省 177-0341 7/23～8/5

柳営表向之図 内務省 183-0696 7/23～8/5

江戸城図 ー 266-0113 8/6～8/19

西丸表向御畳目並御絵附之図 外務省 177-0359 8/6～8/19

日本分国絵図 内務省 176-0282 8/20～8/26 ○

江戸城御天守絵図 紅葉山文庫 183-0841 8/27～9/5

◎江戸御本丸大御奥御殿向図 ー 183-0715 7/16～7/22、9/3～9/11

江戸御城二ノ丸総御殿向之図 ー 183-0711 7/23～8/5

〔江戸城〕御本丸殿中之図 （上松徹所蔵文書） 寄託00170100 8/6～8/19

御本丸御殿表御座敷之絵図 ー 183-0705 8/20～9/2

◎御席御役図 ー 220-0061 7/23～8/5 ○

武家格例式 内務省 152-0057 8/6～9/2 〇

柳営日次記 ー 164-0007 全期間 ○

柳営日次記 ー 164-0010 全期間 ○

細倉実記 昌平坂学問所 166-0401 全期間 ○

御実紀 書籍館 149-0001 全期間 〇

寛永以来刃傷記 昌平坂学問所 166-0493 全期間 ○

田沼実秘録 昌平坂学問所 166-0477 全期間 ○

松平外記刃傷御詮議一件
太政官正院歴史課・修史局・修

史館・内閣臨時修史局
166-0535 全期間 ○

☆視聴草 教部省 217-0034 全期間、展示替え有り

江州彦根城主井伊銕三郎直弼分限 多聞櫓 多010107 全期間

◎万延庚申桜田事変之図
太政官正院歴史課・修史局・修

史館・内閣臨時修史局
169-0272 7/16～7/29

新板改正安政武鑑 外務省 151-0294 7/30～9/11 ○

江戸切絵図 ー 177-0704 7/30～8/12

江戸切絵図 外務省 177-0645 8/13～8/26

東京切絵図 ー 177-0706 8/27～9/11

天保雑記
太政官正院歴史課・修史局・修

史館・内閣臨時修史局
150-0150 全期間 ○

蓮池御金蔵御構内江盗賊忍入候一
件ニ付御勘定奉行江可達趣

多聞櫓 多026708 全期間

安政雑記
太政官正院歴史課・修史局・修

史館・内閣臨時修史局
150-0158 全期間 ○

殿中御沙汰書留 多聞櫓 多011925 全期間

御実紀 書籍館 149-0001 全期間 〇

訓蒙図彙 紅葉山文庫 210-0003 全期間 ○

街談文々集要 内務省 211-0104 全期間 ○

言贈帳（作成）御小道具役 多聞櫓 多011984 全期間

プロローグ　江戸城の空間と構造

Ⅰ　江戸城の事件簿

１　刃傷

２　窃盗

３　珍事件



資料名 旧蔵者（寄託者） 請求番号 展示期間 DA

１　火災と地震

江戸幕府日記 ー 163-0206 全期間 ○

むさしあふみ 和学講談所 166-0421 全期間 ○

★柳営御白書院虎之間新御殿御休
息伺下絵

内務省 183-0846 全期間、展示替え有り ○

★柳営起絵図 内務省 183-0717 全期間、展示替え有り

大城造営日記 ー 257-0062 全期間 ○

安政見聞誌 内務省 166-0416 全期間 ○

表御右筆組頭言次 ー 220-0111 全期間 ○

御本丸炎上之留 ー 144-0201 全期間 ○

本丸・二丸炎上本丸・二丸炎上ニ付
一札

多聞櫓 多018448 全期間

◎正月十一日絵図 多聞櫓 多042966 7/16～7/22、9/6～9/11

江戸幕府日記 多聞櫓 165-0024 全期間 ○

海舟日記抄 外務省 165-0041 全期間 ○

御書付留 ー 180-0102 全期間 ○

公文録副本 ー 公副02975100 7/16～8/12

太政類典 ー 太00778100 8/13～9/11 ○

◎江戸城旧本丸及二丸之図 内務省 151-0166 7/16～7/22、9/6～9/11

五千分一東京図 ー ヨ454-0010 全期間

宮城御落成景 ー 144-0174 全期間

・資料名欄に◎が付いている資料は、原本展示期間外はパネル展示となります。

・資料名欄に☆が付いている資料は保存の観点から、以下の日程で展示箇所を変更致します。

　①7/16～7/22、②7/23～8/5、③8/6～8/19、④8/20～9/2、⑤9/3～9/11

・資料名欄に★が付いている資料は保存の観点から、以下の日程で展示箇所を変更致します。

　①7/16～7/29、②7/30～8/12、③8/13～8/26（柳営起絵図は8/13～9/11）、④8/27～9/5、⑤9/6～9/11（④⑤は伺下絵のみ）

・本展で展示した当館所蔵資料は会期終了後、閲覧室でご利用いただけます。(一部資料を除く）

・主要参考文献（主な辞典・事典類、資料集以外のものを記載）

　村井益男『江戸城』（中央公論社、1964年）

　内藤昌「江戸の都市と建築」（諏訪春雄・内藤昌編著『江戸図屏風』毎日新聞社、1972年）、『江戸と江戸城』（講談社、2013年）

　『日本名城集成　江戸城』（小学館、1986年）

　東京国立博物館『調査研究報告書　江戸城本丸等障壁画絵様』（東京国立博物館、1988年）

　平井聖監修・伊東龍一著『城郭・侍屋敷古図集成　江戸城Ⅰ（城郭）』（至文堂、1992年）

　深井雅海『図解・江戸城をよむ』（原書房、2003年）、『江戸城 : 本丸御殿と幕府政治』（中央公論新社、2008年）

　小粥祐子『江戸城のインテリア：本丸御殿を歩く』（河出書房新社、2015年）

　野中和夫『江戸城―築城と造営の全貌―』（同成社、2015年）

　畑尚子「江戸城二丸御殿」（『東京都江戸東京博物館紀要』第5号、2015年3月）

氏家幹人『江戸の怪奇譚』（講談社、2005年）、『旗本御家人　驚きの幕臣社会の真実』（洋泉社、2011年）、『幕臣伝説　史実と噂のはざ
ま』（洋泉社、2014年）

（国立公文書館デジタルアーカイブ　https://www.digital.archives.go.jp/）

Ⅱ　江戸城の災害

・DA欄に〇が付いている資料は当館デジタルアーカイブで画像がご覧いただけます。

２　幕末の江戸城

エピローグ　江戸城から皇居へ

NATIONAL ARCHIVES OF JAPAN
〒102-0091 東京都千代田区北の丸公園3番2号

電話　03-3214-0621(代）　FAX 03-3212-8806


